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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、Jurkat細胞とカスパーゼ阻害剤を用いてFasを介したアポトーシスにおけるホ

スファチジルセリン (PS)の酸化と細胞表面への露出のメカニズムを検討したものである。

カスパーゼ-8阻害剤によりミトコンドリアの上流でシグナルを阻害した場合、シトクロムc 

(cyt c)の細胞質への遊離、PSの酸化と露出が抑制された。一方、カスパーゼ-3阻害剤を用

いてミトコンドリアの下流でシグナルを阻害した場合これらは抑制されなかった。このこ

とからPSの酸化と露出にミトコンドリアから遊離するcyt cが関与することが明らかにな

った。本論文の内容は、アポトーシスにおけるPSの酸化と細胞表面への露出にミトコンド

リアが関与していることを示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 


